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教師の成長の現代的特性

一小 ・ 中学校教師を対象 とした質問紙調査の分析か ら一

川村　光 （関西国際大学）

1．はじめに

　個人が教師と して成長して い くにあた っ て の 制

度的 ・日常的環境は変化 してきてい る。教師養成

期間に関 して は 、 教育職員免許法改正や実践的指

導力重視などがあげられる。ま た、入職後に関わ

っ て は、初任者研修制度、十年経験者研 多制度、

優秀教員表彰制度、教員免許更新制な どが導入 さ

れた、さらに、教師個 々 の 成長にあた っ て 重要な

役割を果たす教師集団 も変容 して い る。主幹教諭

とい う新たな役職に代表される教師集団 の 階層化、

教員評価制度などによる 学校組織の成員と して の

役割の 強調、教員採用数の変動に伴 う教師文化 の

世代間伝承 の あり方の 変化、プライバ タイゼー
シ

ョ ン に よ る教師の 個人化などが あげ られ る 。

　教育社会学 の 領域には、教師の 成長 を対象 と し

た研究と して、職業的社会化、ライ フ ヒ ス トリ
ー
、

ライ フ サイ クル 、ライ フ コ ース 研究などが あげら

れ るが、その 中で もライ フ コ
ー

ス 研究は、社会状

況や教育政策 の 変化を踏まえて 教師 の 成長を考察

す るもの で ある。 本研究で は そ の ライ フ コ ー
ス の

視点を用い て、20エ1 年度に実施した質問紙調査 の

結果を分析 し、教師の 成長 とその 契機を明 らか に

する こ とを通 して、現在教職に就い て い る者たち

の 成長の 特陛につ い て考察す る 。

2．調査概要

　調 査対 象者 は 、類似 し た特 色 の あ る 三 県

（関 西地 方 A 県 、中部地 方 ： B 県、関東地

方 ： C 県 ） の 公 立小 ・中学校 に 勤務す る教

師で あ る 。各県 内 の 小 ・中学校 をラ ン ダ ム

サ ン プ リ ン グ し た後 、各 学校 に学校調査 シ

ー ト （1部） と教師用 調 査 票 （概 数） を 郵

送法 で 配 布 し 、 調 査 を実施 し た 学校は調 査

シ
ー

トと、回収で き た調 査 票 を セ ッ トに し

て 学 校 単位 で 返 送す る よ うに 依頼 した （表

1） c

　 本研 究で は 回 収 票 の うち、常勤 ・非 常 勤

の 講 師な どを除 く 、 常 勤 の 教師 （管理職含

む ） を調査 対象者 と し た （表 2）。50歳 以

上 の 教師 た ち は 、高 度経 済 成 長 期 が 終焉

し、オ イ ル シ ョ ッ ク以降の 成長低調期 に 入

っ た 1970 年 代 前 半 か ら80年 代 前 半 に 教職

に 就 い た者た ち で ある。40歳代は 、1980 年

代半 ば か ら 90 年代 前半 と い っ た バ ブ ル 景

気期 に教 職 に就 い た者た ち で あ る 。
30歳代

は 、バ ブ ル 経済崩壊後 の 不 況期で ある 1990

年 代 半 ばか ら 2000 年代 前 半に 入 職 し た 者

た ち で あ る 。 20歳 代 は 2000年 代 半 ば か ら

2011年 に 教師に な っ た者 た ちで ある。

表 1　 調査の 概要

配布校数
1二

回収校 数 回 収票数 回収校率
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注 2｝掌佼調査シ
ー

トに よリ教員数が把握で きた 回 収校 の 回 収 票数を、その 教員数で 割った 割合．

表 2　本研 究の サ ン プル の概 要

2q 歳代 30 歳代 40歳 代 50歳 以上 合計

小学 校
…
旨

男性

女性

102名
144名

114 名

123名

114名
168名

208名　 旨　　　　1281
名

538名

716名
旨 舎計 246名 237名 282名 489名

　　一一一一一
1254 名

中学 校 ；
3

男性

女性

66名
54名

103名
71 名

122名
83名

210名
77名

501 名

285名
｝ 合計 120 名 174名 205名 287名 786 名

3 ．調査 結果

3 − 1 − 1 ．教職選択時期

　小学校教師の 教職選択時期 は小学校 の 頃が 多い 。

特に 、 教員採用数が減少 した 30歳代と 40歳代に

おい て は、教職志望の 早期化 が 見受けられ る。 だ

が、教員採用数が増加 傾向 に ある 20歳代に お い て

は、必ずし も早期であるとは言えない 。

　
一方、中学校教師にお い て は中学佼の 頃が多い 。
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特に 30 歳代以下の 世代に教職志望時期 の 早期化

が見受けられ る 。

　他方 、近 年 の 新 任 中 学校教 師 に っ い て

も、小 学校教師の 場合 と類似 し て い る 。

3 − 1 − 2 、教職 選 択の 契機

　教職志望の き っ かけとして 、高校時代まで に出

会っ た教師の 影響力が増して きて い る ようで あ り、

早くか ら教師になる こ とを目指す者が増えて きて

い る傾向が概して 見受け られ る。現在教職に就い

て い る者たちに とっ て は 、 自らの 高校時代 ま で の

教師との交流経験は特別なもの として 意味づ けら

れ、予期的社会化 の 経験 と して こ れ ま で 以上 に機

能して い る こ とが窺われる。

3 − 1 − 3 ．教職活動を進 めて い く上 で の 大

学時代 ま での 有意義な経験

　教育実習 だ け で な く、イ ン タ
ー

ン シ ッ プ

な どの 経験 、卒業論文作成な ど の 学問研 究

をす る 経験 、大 学教師 と の 交流 とい っ た、

大学時代 の フ ォ
ー

マ ル な経験 が 、高校 時代

ま で の 教師 と の 交流、家庭教師 な ど の 経 験

や 友人 と の 交 流 と い っ た イ ン フ ォ
ー

マ ル

な経験 とと もに 、20 歳代 に と っ て 意義深 い

もの に な っ て い る よ うで あ る。また、中学校

教師にお い て も小学校教師と類似 した傾向にある。

3 − 2 ．新任 期に お け る教職 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ の 形 成

　近年 の 若手 教師 の 成長 に あた っ て は、先

輩教師た ちが 指 摘 し た こ と と 同様 に 、子 ど

も、同世代 の 教師 、年 輩 教師な ど と の 交流

が 、日々 の 実践を行 う上 で の 指 針 と な っ て

い る 。 学 校 現 場 で の 人 々 との 日常的 な交流

が 彼 らの 成長 を支 えて い る。なお 、30歳代

にお い て は 、入職 当時の 教員採 用 数 が 減少

し て い た た め 、若手教師 との 交流 が少 な く

な っ て お り、教師 の 人 口 動態 の 影 響 が あ る

と推察 され る 。

　また 、官制研 修 や 管理 職 の 指導 と い っ た

フ ォ
ー

マ ル な 成長 の 機会 も意 義 深 い も の

に な っ て き て い る よ うで あ る 。 し か し、自

主 的 な 研 究 会 な ど で の 学習機 会 を活 用 す

る新任 教師 は 減少 する と とも に 、会 に 参加

して い る者 た ちは そ の 機 会 を 意 味 あ る も

の と し て 捉 え な くな っ て き て い る。

3 − 3 ，教職生 活上 の タ
ー ニ ン グ ・ポイ ン

ト

　小学校教師の 場合は、子 どもや同僚との 日常的

な交流や、職務上 の 役割の 変化 とい っ た学校現場

で の 経験が、彼 らの 教育実践や教育観に影響を与

え る非常に 重要なもの とな っ て い る。また、学校

外で の すぐれた人物との交流や研究活動とい っ た

学外 の 活動も、彼 らの 教育実践など に影響を及ぼ

して い る。さらに、結婚や 自分の 子 どもの 誕生 と

い っ た私生活で の経験も、彼らに とっ て影響力 の

あるもの と なっ て い る。上 記 の傾向は 各世代 に 共

通 して い る。

　そ の
一

方、教育界 の 動 向などの マ ク ロ な社会状

況 の 変化は、世代が上がるに つ れて影響力がある

と回答 した者の 割合が高くなっ て い る。

4 ．まとめ

　大学で の 養成教育期間に つ い て は、イ ン フ ォ
ー

マ ル な経験 だ けで なく、フ ォ
ーマ ル な大学教育経

験が、入職後の 教師 の 実践を支える重要な要素と

なっ て きて い る。入 職後の 小 ・中学校教師の 成長

につ い て は、学校現場 で の 人 々 との 日常的な交流

が彼 らを成長させ る重要な経験となっ て い るこ と

が 明 らか になっ た。だが、若手教師につ い て は そ

の 質が変化 して きて お り、管理職な どとの フ ォ
ー

マ ル な人間関係が、日常的に実践を行 うにあたっ

て 重要性 を増 してい るようである。

※ 詳細な分析データ に つ い て は、発表当日に配布

する資料を参照。
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